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現代における〈数奇〉の問題点

向 井 正 也

ま え が き

ここ数 年来,〈数奇〉(或 は 〈数寄〉)と い う宛字 で よばれ る,こ れ まで一般 に

日本 の伝統 的 な美 意識 を ささえ るもの と考 え られて いた デザ イ ン思想 が,建

築,イ ンテ リア,造 園その他の分野 で,か な り広範 囲 にわたって ジャーナ リズ ム

に次第 に大 きくとりあげ られ るよ うにな り,い まや今 後 におけ る生活文 化 の創

造の原点 と しての位置 を一 そ う強 い ものにす るか に思 われ るよ うになって来 て

い る。

そ うした あ らわれの手近 な例 として,日 本建 築学会編 「建築雑誌 」は,1981年

2月 号 で主集 と して 「日本建 築 の特 質」 をと りあげ,そ の一半 の 目的 として,

「伝 統的なもの を創造 に根 付 かせ てい くための論議0の 発展 を期 す ると し
,そ の

一環 と して
,内 藤 昌の 「日本建 築 におけ る〈数寄〉の系 譜」 を載 せて い るが,同

誌 は さ らに1982年7月 号 で,今 度 は 〈数寄〉 を正面 にす えた主集 「数寄屋 と現

代建 築」 にと り組 み,そ のすべ ての論説 をもっぱ ら建 築創造 におけ る数寄,或

は数寄屋 の問題 に しぼ ってい る。 その意 図 につ いて編 集担 当の黒 川雅之 は巻頭

言で次 のよ うにのべ てい る。「今,建 築家 た ちの間 で数 寄屋 の意味 が様 々 に問 わ

れて います。 なぜ今数 寄屋 なのかは,そ の間 う人 によって異 なって はい ます が,

共 通 した意識 は,日 本 の伝統様式 と しての数寄屋へ の懐古的 な もの では な く,
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建 築 が直面す る問題へ の解 答の糸 口 と して とらえてい ることです 。」この言葉 か

らで もわか るよ うに建 築の世界 では 〈数奇〉 を,や や もす ればコ ンセ プ トと し

てで はな く,も の として,数 寄屋風 意匠 と して とらえる傾 きが強 い よ うで あ る。

だ が今 日一般 に広 く他 の分野 で と りあげ られつ つ ある 〈数奇〉 は,あ くまで も

あ と してでは な く造形 精神 としての数奇 で あ る。 げんにこの主集の後 半 を担 当

してい る7人 の現 代建 築家 た ちも,旧 世代 の建 築家 た ちとは全 く異 な り,決 し

て,数 寄屋 或 は,い わゆ る近 代数寄屋 を創 る意識 な ど全 くな く,自 分の創 り出

す建 築 に 〈数奇〉 の精神 を,ど の よ うに表現 す るか を問題 に してい るこ とが注

目される。

建 築以外 の分野 で 〈数奇 〉 の問題 が論ぜ られた近 い例 と しては,昨 年 京都 で

開 かれた 日本庭 園 文化協 会主催 の シ ンポ ジウム 「現 代 におけ る数奇的世 界 とは」

(821107,京 都 会館)が ある。パ ネラー に二三 の知人 の名 が あったので傍聴 し

たのだが,結 論的 には思 った程 の成果 が認 め られ なかった よ うに思 う。終 りに

司会 の中村昌生氏 か ら突然名 指 しで感 想 を求 め られたが,一 がいに数奇 といっ

て も実 に多様 な うけ とめ方 が あるので,と お茶 を にご した形 に止 め たが,こ の

シンポは,そ もそも京大吉 田光邦教授 に よる基調 講演 自体 に してか らが,お 茶

をにご した程 度の もので しかなか ったのは遺憾 で あった。教授 は 「数寄 的世 界

の創造性」 と題 して,数 寄の コ ンセ プ トを好色(い ろこのみ)か ら説 きお こし,

中 国宋代 の思想 か ら,日 本 の歌学 におけ る数寄 の あ らわれ などにふ れ,鴨 長明

の歌 論 にお ける 「数 寄」 の説 明 か ら数 寄屋 として の方丈 に及 び,や が て 「佗 数

寄」 の思想 にまで論 は展 開 を見 るのだ が,最 後 に 「現代 におけ る数 寄 の概 念」

に至 って腰 くだ けとな り,う や むや に終 ったの は,何 といって もやは り現 時点

にお け る 〈数奇〉 につ いての 問題 意識 の欠如 によ るものと思 われた。 この シン

ポは どうや ら企 画 の側 で も,テ ーマ に見 合 う今 日的 な視点 に欠 ける ところが あ

ったの ではない か。〈数奇〉 が今 日この よ うに注 目 され る背景 には,特 に建 築 の

世 界 におけ る近 年 の 日本の伝統 的 な和風建 築 に対 す る設計意 匠上の再 考の風潮
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が あるこ とも見逃 せ ない。前述 の 「建築雑誌 」1981年2月 号 の主集 は,も とよ

りその現 れの一つ に過 ぎないが,こ うした 〈和 風〉へ の関心 は,今 日の建 築家,

特 に国際的 に活躍 す るわが国 の第一線 の建 築家の思 考の上 に顕著 に示 されつつ

あるもの で,例 えば建 築家黒川紀 章の近著 「建築論」 がその副題 を 「日本 的空

聞へ 」 と してい るよ うに,彼 自身 の建 築創 造の中核的 な思想 を,〈数奇〉 をは じ

②
め とす る一連 の 日本 的美 意識 か らくみ とろ うとしてい るこ とが うか がわれ る。

一方国際的建 築家 と して黒川 と双璧 をなす磯 崎新 は
,こ うした現 象 とは別 に,

も うかな り以 前 か らそのマ ニエ リス ム的建 築論の なカ・に 〈数奇〉 や 〈好 み〉 と

0
い った 日本 的な思考 を自由 に とりこんで来 た ことが注 目され るのだ が,近 年 こ

うした,デ ザ イ ン面 での 日本 回帰 の風潮の 中で,一 そ う積極的 に,い わゆ る「ジ

④
ヤパ ネス ク」運 動の一環 に連 な る動 きを展 開 しつつ あ るといわれ る。 こ うした

、 〈数奇〉にか らむ 「日本 回帰」 の運動 は,い まの ところ美学 や文化 論の域 を こえ

るもの ではない が,こ れ ら一連 の 日本的伝 統再 考 の傾 向 を,GNP世 界 第2位

の経 済大 国 日本の ナ シ ョナ リズムの高揚 との関連 で,そ こに危 険な兆候 をよみ

とろ うとす る考 え方 が建 築家 の側 から提 出 されて い ること も見逃 せ ない事実 で

あ る。

東大助教授 鈴木博 之は,こ うした観 点 か らこれ までの 日本 の建 築界の伝 統回

帰 〈和 風へ の動 き〉 を3段 階 に分 けて考 え,そ の第1期 を明治の和風 様式

の摂取 の動 き,第2期 を昭和10年 代の いわゆ る 「帝 冠様式」 による日本精 神 高

揚の動 き,第3期 を昭和20年 代末の いわゆ る新 日本 調 の建 築の動 きと し,以 上

を とお して,わ が国の建 築界で 日本的伝統 が 問題 に されて きたの は 「つ ね に大

きな建 築の曲 り角 にあた る時期で あ り,現 代 さま ざまに現 れてい る 日本建 築へ

の興味 も,ゆ きづ ま りを見せつつ あ る現 代建 築 に新 しい視 点 をも ち込 も うとす

⑥
る努力で あ る限 りにおいては大 いに歓迎 され るべ き ことだ」 など とのべてい る。
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1

前述 の よ うな 「日本 回帰」 の状況 な どとは無 関係 に,私 は現時 点で 「数奇 」

を現代的 な意味 で創造 的 にうけ とめ る必要 があ ると思 う。 それ にはや は り陳腐

な手段 なが ら,こ の コ ンセ プ トの語義 を検 討す るところか ら入 るべ きだ ろ う。

さきに私 は く数 奇〉 の意味 につい ては実 に多様 な うけ とめ方が ある とのべ た が,

これ は発生以 来歴 史的 に も 「す き」(好)で は な く<数 寄〉 或は 〈数奇〉 な どの

宛字 によ って論ぜ られて来た関係 上,こ れ まで もつね にその宛字 の字句 の解釈

の上 で,そ れ ぞれの場 合 に都合 の よい,さ まざまなこじつけをや って来 た事実 が,

現 在 にもその ま まも ちこ されてい るのがみ とめ られ るからであ る。歴史 上 の そ

うした例 の_つ としては,茶 書 ・分騨 人 木 ゜Jに ・数寄 ト言ウ事,何 ・・道 ニ

モ 好 ミLL4ムヲ言 ウベ シ。近代,茶 ノ湯 ノ道 ヲ数寄 ト言 ウハ,数 ヲ寄 ス ルナ レバ,

茶 ノ湯 ニハ物数 ヲ集 ムル也」(傍点筆者 以下同 じ)と あるが,は じめに数寄 とはど

ん な芸道 に も通 ず る嗜好 だ と言 ってお きなが ら,あ とでは,数 寄 とは その字 が

示す よ うに,多 くの道具 を集 め ることだ とい うもので,多 少 とも強 引 な こ じつ

けであ る。 これでは茶 数寄 では数 奇 の字 が意味 をなさない ことになる。

現代 におけ る 「数寄」 の意味 の解釈 と して は,わ が国の代表 的 な建築家 の一

人 であ る西沢文隆 のい う3つ の内包:「 透 き」,「好 き」,「数奇」 な どもその好

例 の一 つだ ろ う,こ こで あ との2つ は問題 ない に しても,「数寄 」 の原 語 「好 き」

が 「透 き」 に通 ず るとは到底 考 え られ ない。 ただ しこの解釈 はもの と しての 「

数 寄屋 」 の意 匠 を論 ず る上で な ら何 らかの意 味 を もつ もの とはい えるだろ う。

もっ ともい ちがい に宛字 といって も,そ の言葉 の意味 に即 した適切 な用字 に

よってか えって原 意 が活 か され る といった場合 もな くは ない。例 えば く佗茶〉

の祖探 晃 が,そ れ まで一般 に用 い られて いた 「数寄」 の語 を 「数奇」 にか えた

とい う事 実 は 「数 奇 問 答」 とい う書 で 明 らか に され て い るが,こ の場 合 の ・

「数奇」とは数 の奇 なるもの を好 む 〈佗茶〉 の精神 を端的 に表 わす もの と して,

後 述 の原 語の 「好 き」な どよ りもむ しろ,よ り適 切 な言葉 で ある と考 え られ る。
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この意 味で私 は,今 日の いわゆ るポ ス ト ・モ ダ ンの状 況下 で,現 実 の創造 に意

味 をもつ語 と しては 〈数寄〉 では な く<数 奇〉 で あ り,そ こか ら当然 〈数寄屋 〉

で はな く<数 奇屋〉 とすべ きだ と思 う。

この よ うに珠光 が 〈茶 〉 の精神 の変化 に伴 って 〈す き〉 の宛字 をか えた とい

う事実 は,裏 をか えす な らば言葉 の意味 内容 の発展 とは無 関係の,宛 字 の字 面

の解 釈 だ けで は,時 と して大 きな誤 り を冐す こ とにな る とい うこ とで あ る。

も とよ りいかな る概念 もそれ を解 明す る上 で字義 の解 釈 か ら入 るのが順序 で も

あろ うが,そ の後 に展 開 され る論理操作 には こ うした注意 が必要 であ ろ う。多

田道太 郎 は 〈数寄〉 の説 明 を 「大言海」 や 「広辞 苑」 での 〈す き〉(好)の 含 意

か ら入 って行 き,こ の概 念 を風流 の道,特 に茶 の湯 を好 む こと,と した上 で,

「唐物 を所持 す るとい うこ とが 〈数寄〉 の様 態 とされた」 と して
,「茶 のす きと

い うもの は茶 の道具 を心 がけて整 え もつ人の ことをい う」 との正徹物 語(1430)

を 引 用す る林屋辰 三郎 の説 を うのみ に して,茶 の道具 それ も舶来 の道 具(唐 物)

を持 つ とい うのが数寄 の本態 で,茶 の湯 とい うもの は道具 の細心 な と りあ わせ

が眼 目だ と考 えるところか ら,上 記 「分 類草人木 」 と全 く同 じ宛字 の解釈,す

な わち 「数 が寄 ることです きが成立 す る」 との考 えか ら 〈茶〉 とは 「さまざま

な アイテム を一 つのユ ニ ッ トにま とめ る独創的 な綜合芸術 で あ る」 と して,そ

⑪う
した こ とをあらわす,数 寄 とい う宛字 をす ば ら しい中世の知恵 だ と考 える。

こ うして,多 田の 〈数寄 〉 とい う宛字へ の執着 は,珠 光以降 の,「草 庵 の茶」

⑫ 、
へ の茶 の美 学の創造的 な発展 に 目をと ざす ことになって しまってい る。

結論的 にいって,現 代 の 〈数寄〉 的 な創造 は,少 くとも建築 に関 しては,道

具 の見立 てや取 り合 せ など,も の に関す る,数 寄 や数 寄屋 の美学 も決 して無視

出来 ない に しても,現 時点 におけ る問題 としては,こ うした後期 の 〈佗茶 〉 に

おけ る,も のか ら心へ とい う精神 の問題 をぬ きにしては論 じられない。建築 と

しての数寄屋 に しても,そ れが問題 となるのは,こ うした後期 に向 って の茶室

の草 庵化 にか かわる書 院造 りか らの質的転化 の過程 につ いてであ る。これをく数
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奇〉 に関 してい うな らば,〈茶数奇〉 か ら く佗 数奇〉へ の転 化 であ る。 そ して,

建 築 をは じめ と して広 く現代 デザ イ ンが今 日その創 造の上で避 けて通 る ことの

出来 ない段 階 に来てい るの が,何 よ りも一一つ の建 築思想 としての 〈佗 び〉 の 問

題 であ ることは,つ とに識 者た ちの指摘 す る ところであ る。 そしてその際 〈茶

の美学〉 と意 匠論的 にふれ あ う近代 ヨー ロ ッパの精神 としてマ リエ リス ムが あ

ることは,特 に今 日 「近 代の超 克」 の線 で新 しい創 造の道 をま さぐろ うとして

い る前衛的 な建築 家 ・芸術家 た ちに共通 の心情 であ ることもまた事実で あ る。

こ うした方 向で,わ が国 での先駆 者的存 在で あ る磯 崎新 は,前 記 の 〈晟一好 み〉

の論 ゜Xにおい て早 くもマ ニエ リスム的 な思考 を._し た・輸 記黒川紀 章の・建

築論」 の根 底 をなす思想 もまたマ ニエ リスムへ の親和性 の濃 い もの であ るこ と

⑭
は興味深 い。

〈茶 の美 学〉 とマニエ リスム との関連 につ いては,私 もかつ て試論 の形 で と

りあげた ことが あるがρ そ こでは まず,一 つの建 築論 としての 日本 の 〈茶 の美 ζ

学〉 と西欧マ ニエ リスム との間 に見 られ る文化 的併行現象 とで もい える もの に

注 目 した。両者 の発生 の基盤 と しての16世 紀 の イタ リア と日本 が,と も に文明

の先進性の上で,い わゆる く第一地域尹 とせ られるものに属 し,比 較文化論的

にほぼ同 じ水準 の発展段 階 に達 して いたの に加 えて,両 者の社会 的,経 済的,

政治的背景 もまた近似の様相 を示すものだからであ諄 こうしたことか ら前者

の文化 に対す るよび名,「 イ タリア ・ルネ ッサ ンス」 に対 して,し ば しば 「日

本の ルネサ ンス」 とよばれ るが,ヒ れは要 す るに当時 の 日本 とイ タリアが共 に

になった近代化 の過程 として一括的 に把握 出来 るの ではな かろ うか。

水尾 比 呂志 は,こ うした 〈近代〉 の特 質の あ らわれを 「日本 の初期 ル ネ ッサ

ンス」 で あ る室 町期 にお ける美 意識 の発生 一 「物 ごとをみつ め るば か りでな く,

これ を認識 し判断 す る能力,そ の明確 な意識 と行 為の発生」 す なわ ち 「文化 の

諸相 に一 致 して見 られ る批評能 力の芽 生 え」 に見出 し,こ れ こそ室 町時代 の最

大の特質 としての 〈近代の特質〉 だと考え璽そうした 〈近代〉の完全に成立 し
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た形 を,千 利休 の〈佗 び〉とい う日本 の美 意識 において こ うのべ ている。 「美意

識 が あ るこ と自体,す で に近 代的 な認識 であ るが,意 識 によって もの を作 り出

す こ と,こ とに美 レさを目 ざして作 り出す とい うことは,中 世 の殻 を完 全 に脱

ぎ捨 て ること を意味 す る」

皿

こ うして 〈茶の美学〉 におけ る日本的近代 は,ル ネサ ンス ・マニエ リス ムに

お け るヨー ロ ッパ的近代 と精神構 造 の面 で近 似す るもの だった といえ るが,そ

うした 〈近代性〉 を何 よ り端的 に物語 るもの,日 本近代 の精神 運動 ともい え

る室 町 か ら桃 山に かけて の数奇 の概 念 の発展 におけ る 〈個 の確 立〉 で あった と

思 われる。 そこにわれわれ は,ま ず何 よ りも,自 由 な創造 の精神 の延 生 に注 目

すべ きであ ろ う。

〈数奇〉は もとよ り動詞 〈好 く〉の連 用形 が名詞化 した もので あ るが,そ の いみ

ず る とこ ろは,単 なる好 き嫌 い といった嗜好(Taste)の 域 をこ えた よ り強 い も9

の で 「みず か ら好む とこ ろに徹す る」とい った,い うなれば偏 執的 な性 質の もの

と考 えられ るが,初 期段 階 におけ る数 奇 とは,も とよ り茶道具(具 足)に つ いて

の執心 とい う形の もので あった ことは,既 述 の よ うに正 徹 が「清巌茶話 」の なか
⑩と してい

で〈茶 数奇〉とい うもの を,「茶 の具足 を心 の及ぶ程 た しなみ持 つ こと」

る点 にも明 らかであ る。 だが,こ こで問題 とす る数 奇 とは,こ うした初期段 階

にお ける〈茶数奇〉で はな く,そ の佗茶 へ と向 う,い わゆ る〈草 化〉の過程 におい

ては じめて生 れて来 る新 しい美意 識 と してのく佗数 奇〉なの であ る。

も ともと 〈茶数奇〉 の段 階 にあ って も,数 奇 の道 とは茶道具 に対 す る芸術 家

個 人 の 自由 な選眼 力 に重点 がおか れていた ことは,既 にその頃 か ら,個 々の茶

匠 の名 を冠 した,い わゆ る〈OO好 み〉としての何 らかの自由な創造 が,い わば

個 人様式 と して高 い評 価 を うけて いた こ とに も うか が われ るが,そ の 〈茶 〉

におけ る個性 的 な創造 の 自由 が真 に確 立す るのは やは り 〈佗数奇〉 の段 階 にお
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いてであ るこ とは い うまで もない。〈佗茶 〉 の大 成者 としての千利 休 の絶 頂期 に

書 かれた茶 書 「山上宗二記」 に,「 目利 ニ テ茶 ノ湯 モ上手,数 奇 ノ師匠 トシテ

世 ヲ渡 ルハ茶 ノ湯者 ト言ウ。一物モ持 タズ,胸 ノ覚 悟一,筰 芬璽,手 柄 一,此

ノ三箇条 ノ調 ヒタルヲ佗数 寄 ト言 フ」 とあ る。 これはお そ らく利休 ニ ヨル 〈佗

数奇 〉の規定 と され るもので,こ こで い う 〈目利〉 とは一般 二,目 の肥 えた,

選 眼力 をもつ人 を意味 す るもの として芸能 者の 間で早 くか ら用 い られた もの だ

が,〈茶〉 の場 合 は,一 がいに 〈目利 〉 とい って も,こ こで 〈茶 の湯 者〉 におけ

る 〈目利〉 とは 〈佗 数奇〉 の場合 よ りは低 次 の,単 なる茶道具 の鑑 定家 の域 を

越 えない もの で ある。 〈佗数奇〉 におけ る 〈目利〉 とは,よ り高次 の創 造 力(

作 分)に 富 む人 の ことで,こ れ に関 しては,同 じ く「山上宗二 記」 に,〈 目明 〉

と して次 のよ うに区別 して論 じて い る。 「目明 トハ,茶 ノ湯道 具ハ 言 フニ及 バ

ズ何 ニテモ見 ルポ ドノ物 善悪 ヲ見分 ケ,人 ノ誂物 ヲシホ ラシク数奇 二入 ッテ始

ムル事専 一也 。 目利 二嫌 フハ,ム マキニ似 ル物 テスク 目利 ヲ嫌 フ也」 これ を解

説 して桑 田忠親 は 「目明 きとは茶湯道具 に対 しては い うまで もな く,ど んな物

で も,目 に入 るほ どの物 は,そ の よ しあ しを見分 ける ことがで きる。い いか え

ると,雑 器の 中 に美 を発 見す る力 をもって い る。…… この美 は単 な る美 では な

い茶 の美 で あ る。 目利 きは既成の茶器 の固有 す る美 を見 きわめ るが ,目 明 きは

千万 の雑具 の 中 か ら茶味 を発 見 し,こ れ を茶器 と して創造 す る。鑑賞 力 と創造

力 との違 いだ。 人 の誂 え物 とは,人 が あつ らえて作 らせ た 日用雑具 の ことで,

数 寄 に入 って始 む る とは,そ れを茶器 と して使 用 し出す とい う意味 で あろ うJ

とのべ て いる。 このよ うな創造作用 は また 「見 立て」 ともよば れる もの で,海

野弘 は これ を 「目のなか にある美学」 とよび,「 〈見立 て〉 の うちに,物 はま っ

た く新 た な様 相 の下 にみ えて くる。 この よ うな まな ざしの下 におけ る,も のの

変貌 と価値 の逆転 を,利 休 は茶 の空聞 の うちに演 出 してみせた ので あるJと の

べ る。利休 は朝鮮 の飯茶腕(井 戸茶碗)の 中 に 〈茶 〉 の美 を 〈見立 て〉 るこ と

で,こ れ を 〈大名 物〉 に転 じさせ たが,こ うした ことは,現 代 の ミニマ ルアー
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トでの いわゆ る 〈引用〉 によるオブ ジェ作 りな どど どこかで通 ず る,〈位 相 の変

換〉 による変 身 を可能 にす る創造作 用が既 に して数奇 に も求 め られて いた とい

え るので あ る。

このよ うに 〈茶 の美学〉 における初期 の 〈茶 数寄〉 の段 階 か ら 〈佗数 奇〉 の

段 階へ の美意識 の転 換 は,イ タ リアのル ネ ッサ ンス か らマニエ リスムへ,さ ら

には20世 紀 のモ ダニ ズムか らポス ト ・モ ダニ ズムへの変 化 と,そ れ ぞれ何 らか

の併行 的 な関連 性 をみ とめ るこ とが出来 よ う。 そ う した関連性 をっかむ ために,

今 一度 〈好 み〉 の問題 を別の視点 か ら考察 してみ よ う。 以上 の二 つの段 階 の相

の変化 は大 まか にいって,古 典的 な相 か ら反古典 的 な相 へ と して とらえ られ る

もので,こ れ を 〈茶〉 の建 築 につ いて考 えるな らば,初 期 の 〈台子 の茶〉 の空

間 としての書院 造 か ら 〈佗 茶〉 の空 間 と して の草庵 風茶室 一数寄屋造 への変化

だ とい える。 そ れはまた造形思潮的 には一般 に 「古 典的 なもの」 か ら 「反古典

的 な もの」 へ の転 化 であ りρ両者 の差 は,前 者 がい わゆ る 「格 に したが うJも

の であ るもの に対 して後 者 は何 よ りも 〈破格 〉 に よって特徴 づ け られ るもの で

あ る。

〈茶 〉の場合 にして も,す べて個人 の 〈好 み〉 に発 す る 〈数奇〉 の造 形 はこ

うした意味 で,他 律 的 な 〈格 〉 には よ らぬ もので,個 々の芸術 家 の内 なる自律

的 な 〈心 の規矩〉す なわ ち利休 のい う 「心 の一つ がね」 が佗茶 の 〈好 み〉 の根

本 とされた のであって照 こに われ われは 〈佗数奇〉 に何 らかの反古 典蟻 的・

マ ニエ リス ム的特 質の一端 を見出す。「心 の一 つ がね」 とは 「いつ さいの規矩 を

自在 に創 造す る主体 的規矩」 だとす る久松真 一 は,「大悟 の茶 人 とは一切 の規 矩

を創造 す る立法 者」 として,「自由自在 にカネワ リ(規 矩)を 定 めて も自ら法 に

かな って い る妙致」 を うた った とい う利 休 の歌 「忘 レタ ル心 ノカネハ 五 ツ トモ

六 ツ トモ ナ シニ アマゾ妙 ナル」 をあげてい る。

磯 崎新 は,前 述 の 〈晟一好 み〉○ につ いて,白 井晟一 の建 築作 法が 厳 しい

〈見立 て〉 と 〈取 合せ〉 において 「日本的 な数 奇の論理 をつ きとめ なが ら」成
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させ た 「独 自の非様 式主義 の世 界」 にマニエ リスム を見出 した時0彼 は おそ ら

く臼井 を利休 なみの 「心の一 つ がね」 の創造者 に擬 して いた ことは,次 の よ う

な言葉 に示 されて いる と思 われ る。「古 今東西 の諸什 器や家具 や書院 にい た る雑

多 な混稀 …… は,ま ちに帝王 の よ うな絶 対性 をもったひ とりの個 人 の 〈眼〉 か

らひ きだ され,ひ とつ の群 をな してい る ものば か りなので ある゜私 も 〈晟 一好

み〉 とい うもの を,単 なる 〈好 み〉 で はな く,上 述 のよ うな名匠 の 自律的 な規

矩 によ るもの と して とらえるこ とに賛成 で あるが,建 築 評論家長谷 川堯 は,こ

れ に異論 を唱 え る。 こ うした選択 や と り合 せ は,白 井個 人の 〈眼〉 によ るとい

うよ りは,臼 井 が 「仕 えよ うとす る誰 かの原則 的 な選 びに従 ってい る」 との 考

えか ら,「これ らの配慮 に満 ちた選択 を 〈晟一好 み〉 と呼ぶ のは不適 切 で,白 井

に してみ れば,自 分 の建築空 間の源 は 〈晟一好 み〉 ではな く,何 か別 の厳然 た

る佃¶直あ禾格 崩 な邊 かに よって成立 してい ることをいって もらいたい に違 い な

いの だJと い うが,そ の理 由 として彼 は何 ら論理的 な答 を用意 して いない。 こ

れ につ いて論ず る余地 は ないが,と もか く長谷川 が,臼 井の作 品 にこの よ うに

何 らかの他律 的 な規 矩が必要 だ と考 え るに至 ったのは;臼 井 が 「〈格 〉の希 有 な

体 現者」 で あ り,「その建築的志 向 の究極 は 〈格 〉にある」 と見た か らだ と思 われ

る。 だが長谷川 がここで展 開す る 〈格〉 の輪郭 の素描 にも明 らかな よ うに,彼

は 〈格〉 の意味 を,少 くともデザ イ ン的 に十分 把 んで いない よ うで ある。〈格〉

とは,デ ザ イ ンにおけ る 〈真 行草〉 の三体 の なかで,〈真〉 にかかわ るもので あ

って,上 記 ギ リシア古典期 で最 も典 型的 な,人 間 の規矩 によるよ りは自然の法

則 によ り,「宇 宙秩序 に参与 させ よ うとす る制作の 身構 え」(森 田慶一)に よるも

の と考 えられ る。 そ うした例 は ヨーロ ッパで はギ リシア以来 の伝統 精神,古 典

主 義 として歴史上 しば しば見 られ る もので,そ う した事 が行 わ れる時期 とは,

美 術 史 の上 で古典期 に属 す るもの であ ったこ とは い うまで もない。 た とえば盛

期 ルネサ ンスの場 合 のアルベ ルテ ィ920世 紀 の古 典期,モ ダニ ズム におけ るル

・コル ビュ ジ璽 な ど,そ の好例 で あ ろ う。 こ うした点 か ら考 えて も,制 作 の身
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構 えの上で,基 本的 に 〈撰択 と折衷〉 による白井 の作 法 は,や は り 〈草〉 にか

かわ るマニエ リス ム ・バ ロ ッコの線 で こそあれ,お よそ クラ シックの線 とはか

けは なれた,少 くとも 〈格 調〉 を目ざす性質 の もととは考 え られ ない のであ る。

そ う したこ とは また 〈佗 数奇〉 につ いて も同様 で あろ う。

皿

このよ うに〈佗数奇〉を一 般 に〈草〉の相 と して,こ れ を〈真〉の相 と比較 対照 す

るこ とか ら,い ろい ろのデザ イン上 の問題 に光 を投 げかけ ることが出来 よ う。

〈真〉か ら〈草〉へ の過程 は,〈 格 〉については,〈格式 ば った もの〉"theformal"

か ら 〈格 式 ば らないもの〉"theinformal"へ とい う略式化 の過程 で もある。 こ

の省略 の好 みは 〈茶〉 の歴史 の上 で,既 に初期段階 か ら傾 向 として あったもの

で,西 堀 一三 によれば,相 阿弥 の 「君台観左右帳記 」 に,「物 ノ数 ヲ略 シ候 テ カ

サ リ候 」 とあるよ うに,省 略 の姿は,東 山以後 の座 敷飾 りの本 質だ とされ る。

伊藤 てい じは,こ うしたや り方 を 〈省略兼帯 の術〉とよ び,わ が国の造 園や生花

にお け る 〈真 行草〉 の デザ イ ンにつ いて論 じて い るが,造 園 におけ る 〈草化 〉

につ いては,た だ単 に 「要素 の減 少」「数 の省略 と機 能の兼帯」 にふ れ る程 度 で,

それ以上深 く追究 しよ うとして いないのは惜 しまれ る。

こ うした 〈草〉 へ の省略 化の過程 は また,し ば しば くだ く或 は くずす とい う

言葉 でい い表 わされ る。つ ま り格式 ば った ぎこ ちない もの か ら,く だ けた気 や

す い,く つ ろ いだものへ,と い うわけ だが,こ の過 程 は,見 方 を少 し変 えて,

〈真〉 に舌箕 鶺 な意味での く完全主義〉を見出すならば,こ れをそ匙之方向で,

〈行 〉 か ら 〈草〉 へ と向 うもので,傾 向的 に 〈不完 全主義〉 を基 調 とす るもの

だ とい える。前記珠 光 が 〈数寄〉を 〈数奇〉にか えた とい うの も,宛 字 なが ら 〈数

の奇 な るもの〉へ の好み として,上 のよ うな意味 をこめての ものだった と考 え

られよ う。岡倉天 心 は,そ の著 「茶 の本」 で,こ うした〈茶 〉の不完全主義 をと

りあげて い る。 「数寄屋 とい う語 は 〈空屋 〉又 は 〈数奇家〉 の意昧 にもなる。
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(中 略)そ れは 〈不完 全崇拝〉 に捧 げ られ,故 意 に何 か を仕上 げず にお いて,

想 像 の働 きに これ を完 成 させ るか らには 〈数奇 家〉 であ る」「我 が国 の古 典的屋

内装飾 は その配 合 が全 く均 斉 を保 っていた。併 しなが ら道教 や禅 の 〈完全〉とい

う概 念 は別の もの であった。(中略)禅 の考へ方 が世 閲一般 の思考形式 となって

以 来,極 東の美術 は,均 斉 とい うこ とは完 成 を表 はす のみな らず重複 を表は す

もの として殊 更 に避 けていた。意匠 の均等 は想像 の清新 を全 く破壊 す る もの と

考 へ られて いたJ堀 口捨 己 もまた,こ うした 〈茶〉 の不完全主 義 を茶室建 築 の

反相称 性 に見出 し,「これは 〈同意 を嫌ふ事〉 で あ り,〈不同 の理〉(茶之由来 ,堺

宗朴著)と 説 かれた思想 の顕現 で あろ うJと のべ るが 森 田慶 一博士 は これ を

敷 えん して,「非対称的構 図 は一般 に不完全 であ り,趣 きがあ り,動 的 で あ る。

非対称 的構 図 とい えどもそれが美的 で あるため に,(中 略)そ の構 成要 素相 互 間

に均衡 が要求 され る。 そ して 日本的 な表現 を指 向す る構 図は ,こ の均衡 の上 に

均斉 の上 にで な く 成立す る。(中略)茶 室 がその構 成原理 を 「物 の備 わ

らざ るかた ち」 あ るいは 「不同 の理」 に置 いてい るのは この こと を言っ てい る

ので あ る」 とのべ てい る。 ,一.一

だ が,〈数 奇〉 の問題 をこのよ うにの み解 す る こと1よ問題 を狭 く縮 小化 して し

ま うこ とになるのでは ないか。 これ は一 つ には不完 全主義 とい う 〈茶〉 の思 想

の問題 を,も っぱ ら茶室 の デザ イ ンか ら解釈 しょ うとす る ところにあ ると思 わ

れ るが,そ の不完 全主 義 に して も,〈茶〉 の数奇 を,も っぱ ら 〈数 の奇 な るもの〉

にのみ注 目す る ところか ら引 き出 された性格 で あって,こ れでは 〈数奇 〉 の全

体像 は把握 され難い。早 い話,こ こには 〈佗 数奇〉 につ いての視 点 が全 く欠落

してい る。〈数奇 〉 とい うもの を 〈佗 〉 の意 識 で 見 直 す と,問 題 は単 な る 〈薮

の奇 〉 だ け に止 らず,〈 奇〉 そ の もの に も注 目す る必要 が あ る。 も と も と,

〈数奇 〉 とい う言葉 自体 にも,〈数奇 な運命〉 な どとい うよ うに,〈奇〉の意 味 が

こめ られ てい る し,〈数奇 者〉の別称 で あ る 〈好事家〉 などに して も,い わゆ る

〈物 好 き〉 と して,風 変 りなもの,即 ち 〈奇〉 を好 む人 と解せ られ てい る。一
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方 〈数の奇〉 における 〈奇〉 に して も,「ものの備(具)わ らない カタチ」 とし

て 〈不具〉〈片 輪〉 の意味 から,〈畸〉 に通 ず るもので もある。前 記の天 心 の不完

全主義 に対す る異論 として,久 松真 一 は,そ の著 「茶 の精神」 で,「茶 の数奇 は

〈不完 全 さの崇拝〉 では な く,〈 完全 さへ の否 定〉 とい う積極 的 な意識,す な

わ ち自由 な精神 によって美 を創 造 しよ うとした もの だ」 とい う解釈 を して いる

が,こ れは 〈佗 〉の意識 をとお しての 〈数 奇〉 におけ る反古 典的 な 〈奇 〉への

注 目に他 な らないだろ う。

こ うした 〈佗数奇〉 におけ る 〈奇〉 の問題 は,今 日いわゆ るポス ト ・モ ダン

とい う状 況下 にある現代建築 ・デザ イ ン をめ ぐって,何 よ りもマ ニエ リス ムと

の関連 の上 で重 要 な意味 をもつ もの と考 えられ る。マ ニエ リスム におけ る 〈奇〉

の問題 につ いては,か つ て建 築 に関 して論 じたこ とが あるが鰻 の際 にもや1ま

り 〈茶〉 との かかわ りにつpて もふ れ,東 山時代 とい う転 形期(乱 の 時代)を

背景 として生 れた,わ が国の 〈佗 び数奇 〉の精神 が多 くの面 で西欧 マニエ リス

ムの精神 に通 ず るところがあ るが,こ の関連性 をと きあかす カギ の一 つ は 〈奇 〉

の概 念で あ るとの考 え を披 れ き した。 その際 〈奇〉へ のアプ ローチ と しては,

大 き く二 つの面 か ら考察 を試み た。 その一 つ は可視的 な 〈奇 の カタチ〉 で あ り,

fつ は芸術 家の心的態度 としての 〈奇 のカマエ〉で あ るが ,マ ニエ リスム に

通底 す る もの と しての 〈茶〉 におけ る 〈奇〉 を論ず る場合 には,や は りその カ

タチ(形 式)よ りはカマエ(精 神)に 重点 がお かれ るべ きだ ろ う。〈茶 〉 にお け

る 〈奇 の カタチ〉 は,マ ニエ リスムの芸術 と比べ る と,あ くまで低 次 の 〈奇〉

の域 を出 るものでは ない。〈茶〉 の建 築 と しての数寄屋 に して も,〈数奇 を凝 らす〉

とい う言葉 のよ うに 「意匠上 の 自由 な創 造」 として,あ る程度 の 〈奇 想〉の造

形 化 では あ るものの,そ のほ とん どは部 分詳細 につ いての小 手先 の遊 び に止 ま

る もので しか ない。 こ との次第 は数奇 につ いて も同様 だ と思 われ る。 これに対

して,現 代 をもふ くめて一般 にマ ニエ リスムの芸術 におけ る 〈奇 の カタチ〉 は,

よ り高次 の もの として,単 なる 〈風 変 り〉とか 〈畸形〉等 の域 を超 え,そ の含 意
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は 〈あや しさ〉 或 は 〈おそ ろ しさ〉 など 〈怪 〉"grotesgue"や 〈妖〉"bizarre"な

ど をも包含 す るものであ る。現代 マニエ リス ムともい えるtス ト・モ ダニ スム

の建 築作品 は,も とよ りこ うした 〈奇 の カタチ〉を求 め る傾 向 も一部 で顕著 で あ

るが梦わが国でも今 日,前 衛建築家 たちは,こ の線上での,い うなれば現代の

数奇屋 の創造 を強 く意識 に上せていることも事実である望こうした〈数奇〉にお

け る 〈奇 の カタチ〉 の検 討は,他 の機 会 にゆず ると して,こ こでは よ り重 要 と

思 われ る 〈奇 の カマ エ〉 の方 に注 目 したい。形式 の上 では ともか く,〈奇〉 を求

め る精神 として の く数奇〉 は,西 欧 のマ ニエ リスム と,一 般 に その遊 戯性 に関

して併 行的 だ と考 えられ るが,こ の ことは と くに,〈佗 数奇 〉の段 階で,一 そ う

い ち じるしい ものがあ り,ほ とん どマ ニエ リスム とよんで差 支 えの ない程 の共

通性 を示 すので あ る。

ここに 〈茶〉 におけ る 〈草〉 と しての 〈佗 数奇〉 の精神 は,〈真 〉 の対 極 とし

てホ イ ジンガの いわゆ る 〈真面 目〉 に対 す る 〈遊戯 〉 と して一般 的 に把 え られ

よ う。 ⑳す なわ ちそれは何 よ りも 「遊戯 の相 の下 に」 見 る必要 があ ると思 われ

るの で あるが,そ うした視点 は これまでの 〈数奇 〉の アプローチ には全 くとい

ってい い程 見 られ なかったのでぼ ない カ・。 ところが く茶〉 の伝 統的精神 の なか

には今 日の目でみて,ま ぎれ もな く遊戯 的因子 とよべ'る ものがみ とめ られ る。 た

とえば前述 の〈奇のサタチ〉につ いて,〈ひょうげる〉(剽軽 る)と い う語 が よ ぐ用 い

られ る。織部 好みの歪 んだ茶碗 が人 々 にあた えた奇異 の感 じについ て,会 記 に

は 「セ ト茶碗 ヒ ツミ候 也 ヘ ウケモ ノ也言 々」 と書 かれて いたとい うが9〈 ひよ

うけ〉 とは単 な る風 変 りだけでは な く,そ の底 にお どけやふ ざけ等,も の ごと

を 〈茶 化〉 して かかる戯 れ心 がふ くまれ てい るの であ る。

この よ うに して,ク ラ シックー 〈真 〉 の真 面 目,す なお さの 〈正 〉,〈直 〉 に

対 して,マ ニエ リスムー 〈草 〉の遊戯 性 の もつゐ6乳 の 〈歪〉,〈拗 〉 が ある箏,

〈佗 茶〉の精神 の第mと される ものは,こ うした屈 曲 したマ リエ リス ム的心

情 で あって,そ れは 〈す なお な〉 に対 して 〈すね た〉 とよばれ るも ので あ る。
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利休 が野村宗 覚 に与 えた とい う伝 書 の結 び 「数奇道 は……枯 木 ノ雪 ニオ レタル

如 クス ネスネ シキ手前 ノ中二又 シホ ラシキコ ウヲナ ス事 ナ リ言々」 を引用 して
,

小 林 市太郎 は 「〈す ねすね しさ〉 こそ まさに数奇 の本 領茶道 の妙諦 で あるJと

のべ てい る。

あ と が き

以上 は試論 として私の考 える 〈数奇〉 につ いての粗 い素描 で あ る。紙数 の関

係 もあ り,十 分 意 をつ くしてのべ る ことが出来 なかったが,と もか くも私 の考

え方 の基本 を示 そ うと した もので あ る。 最初 にものべ たよ うに,今 日広 くデザ

イ ンの世 界 で一 つの トピ ックに なっ てい る 〈数奇〉 は,概 念 と して実 に驚 くほ

ど多様 な受 け とめ方 をされてお り,か な りカオテ ィ ックな様相 を呈 して い る。

これについ ては,世 代 による考 え方の断絶 は い ちじる しく,特 に70年 代 に入 っ

て抬 頭 して来 た,い わゆ るポ ス ト ・モ ダニズ ム とモ ダニズムの間,或 は おな じ

モ ダニズム に して も,戦 後派 と戦 前派 との間 にはか な りの深渕 が横 わっ てい る

ことが察 せ られる。

とこ ろで,「 茶 の 美学 」 が こ れ まで建 築 論 的 に問題 にな っ た の は,前 述

の よ うに,わ が国 が何 らかの意味 でナ シ ョナ リズ ムの高揚期 に当 って いた時期

で,わ が国 の伝 統文化 を見直 そ うとす る気運 の なかで ,日 本の民族 的特 質 か ら

発 した 固有 の美 学 と して,い わゆ る 「日本的 なもの」 の探 求の一環 と して浮上

す る場 合 がほ とんどであ った。 その戦 前 の例 と しては,建 築界 での 〈茶〉 の先

駆 的 な研究 者,建 築家堀 口捨 己の論 考 「建 築 におけ る日本的 な ものJが あげ ら

れ よ う。 これが書 かれた昭和9年,わ が国で は次第 に深 まる戦 時色 の な かで,

日本 の文化 が全体 として今 日と同様 〈日本 回帰〉 の傾 向 が顕著 で あった ことは

前述の鈴木博之の言葉 にも明らかである9

次 にこ う したあ らわれの戦 後の例 と しては,1950年 代後 半,朝 鮮 戦争 の影響

によ る同様 な風潮の なかで,建 築 ジ ャー ナ リズ ムには 「伝統 論」 の かた ちで ,
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「日本回帰」 運動 がお こされ るが
,こ こで 〈茶 の美学〉 の おかれた立場 は,当

時 の いわゆ る 「縄文的 な もの」 の逞 しさ志 向の なかで,む しろ これ とは対 立的

な 「弥生的 な もの」 として否定的 にと られてい たこ とは,当 時 の丹 下健 三の論

遥 ・明 かに示 されてい る.こ こで丹 下1よ桂離宮 を例 にあげて,そ こに ・まつ わ

りつ いた 〈佗 び〉 の性格」 を文字通 りわび暮 しとして,〈貧〉 にむす びっ けるこ

とで,〈佗 数奇 〉 を,「貧 しさを貧 しさと して肯 定 し,そ れ を感性的 に うけ とめ て

美化 す る とい う消極的 な姿 勢」 とい う風 に否定 的 に解 して しま って い る。 これ

は 〈佗 び〉 の貧 しさが真 の貧 しさでは な く,市 川 白弦 のい う 「つ けや しのぜ い

た く」 と して,一 つの虚構 と して,こ れ をマニエ リスム的 に正 しく解 し得 なか

った こと を物 語 るもの であろ う。

こ うした 〈日本回帰 〉の季節 にあ らわれ る多様 な伝統 論 に共通 の特性 は ,伝

統的 デザ イ ンにお ける日本独 自の性格 を一方的 に強調 しよ うとい う,い うなれ

ば 〈特殊 日本的 なもの〉 の追求 の傾向 で あ る。 〈数奇〉 につい てのア プローチ

もまた こ うした追 求の一環 に連 る もので あった ことはい うまで もない が,一 方

建 築 にお けるモ ダニズ ムが,思 想 の面 で,こ うした傾向 に理 論的 な うしろ立 て

と して作 用 した ことも事実 で ある。 そ こで は 〈数 奇〉 の間題 は コ ンセ プ トの問

題 と して よ りはむ しろ形式 の問題 として,〈数奇〉 の概 念 よ りは 〈数寄屋 〉造 り

の問題 と して とりあげ られる とともに,〈数寄屋〉 その ものの認識 に して も,こ

れ を創造 的 に前 向 きに把握 す るよ りは,モ ダニズ ムの建 築思 想 にふ くまれ る,

い わゆ る 「合理主義,機 能主義 の美学」 の線 で,建 築家 の名 を冠 した ,例 えば

〈村野好 み〉 の数奇屋 とか,吉 田五十八 の いわゆ る 〈モ ダ ン数寄屋 〉 な どの よ

うに,〈数奇〉 の本 質 としての 〈すねす ね しさ〉 を見 おと し,森 田博 士 が茶室 の

造 形 に固有 と考 えた,田 園的意 想 と しての 「ひなび」(鄙)で は な く,こ れ とは

対 象的 な,都 市的意想 と しての 「みや び」(雅)の 方 向 に,も っぱ ら洗練 の度 を

加 える 「 〈い き〉(粋)と か 〈瀟洒 〉とかの語 によって語 られ る,よ り日常 的 なか

たち」 を追求 す る こととなった。
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そうした点に注目する平井聖は,本 来の数寄屋風の意匠 と,現 代のそれに対

するモ ダニズム建築家の認識との間のギ ャップの最大の相違点 として色調 をあ

げ,か つての 「色付 けの技法」 の喪失 につい て論 じて い箋が,今 日で は既 に,

こ うした点 に注 目 して,現 代数寄屋 に 「色付 けの技法」 の復活 を,ペ ンキ によ

って行 お うとす る大阪 の出江 寛の よ うな建築 家 もい る。出江 は これ を 「ペ ンキ

の数 寄屋 」 とよび,こ れ を 「古人 の精神 」 に よるもの と しているがρ ここに取

りこまれてい るのは表面 の形式 だ けで 〈佗 茶〉 のマニ エ リスム的 な心 のひだ に

ふ れ るもの では ない。

私 は最初 に ものべ たよ うに 「現 代 の数奇屋」 の創造 は,や は りあ くまで も,

〈佗数奇 〉 とい う 〈茶 〉 の精神 の本質 をふ ま えた もの であ るべ きで,そ のため

には,そ こにふ くまれ るマニエ リス ム的 な意味 を建築 論的 に十分 くみ とる必要

がある と考 える。 そ して こ うした方 向 は ,〈数奇〉 を個 別的,日 本的 な もの とし

て,そ のオ リジナルな特 殊性 を追求 す るよ りは,む しろ反対 に,こ れ を西欧 の

先進 第一地域 のマニエ リスムとの併行現 象 と見 て,む しろその共通性,通 底 性 の

方 に目 を向けて かか る方 向 をとるべ きだ と考 える。 そ して今 日の前進的 な建 築

家 た ちの脱近 代の傾向 は,作 品面 で この こ とを如実 に示 す こと もまた事 実で あ

る。 ポ ス ト ・モ ダニ ズム とい う世紀末 本番 のデ カダ ンス状況 下 のデザ イ ンでは ,

い か にキ ナ臭 い 日本回帰 のナ シ ョナ リズ ムの季 節 とい えども,〈数寄〉 や 〈数 寄

屋 〉 に純 日本調 を求め よ うとす る旧套陳腐 な慣例 とは ど うや ら無縁 で あるか に

思 われ るの であ る。
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〈註 〉

① 編 集 委 員 中川 武 の 言葉,こ の 主集 で編 者 は 日本 建 築 史研 究 の側 と現 代 建 築 の創 造 の側 と

が双 方 の意 見 を相 手 にぶ つ け あ う ことで,日 本 建 築 の 特 質 を浮 び 上 が らせ よ う との 画期 的

な試 み だ っ た とい え る。

② 例 えば 第2部 「中 間領 域 論」 に お け る 「利 休 ね ずみ 考」 或 は第3部 「日本 文化 と現 代 建

築 の接 点」 に お け る 「江 戸建 築再 評 価 」,「数寄 屋 考 」 な どに 見 られ るもの 。 な お この書 に

つ い ては,す で に本誌21号(1982)の 書 評欄 で と りあ げた が,そ こで は こ うした黒 川 の デ

ザ イ ン思 想 の 日本 的性 格 につ い て は ほ とん どふ れ る こ とが な か った。

③ す で に60年 代 に,磯 崎 は 白 井晟 一 の 建 築 につ い て,〈数奇 〉 に関 す る次 の よ うな 論 文 を発

表 して いる。 「凍 結 した時 間 の さな か に裸 形 の観 念 とむ か い合 い な が ら一瞬 の選 択 に全 存

在 を賭 け るこ と に よっ て組 立 て られ た 〈晟 一 好 み〉 の 成 立 と,現 代建 築 の なか で の マ ニエ

リス ト的発 想 の意 昧」 「新建 築」1968-2月 号

④ 「ジ ャパ ネ ス ク」 の 問題 につ い て は朝 日 ジ ャー ナ ル(1982・1・18)特 集 〈日本 回帰 の

深 部 へ 〉 参照 。 ち なみ に,こ の キ ャ ンペ ー ンの仕 掛 人 の 一人,雑 誌 「遊 」 の編 集 長 で,ジ

ャパ ネス ク ・コ ミッテ ィー の組 織 者,松 岡正 剛 に よ れば,「ジ ャパ ネ ス クの神 髄 は 〈数寄 〉

の美 学 にあ る」な ど とい わ れ る。

⑤ 「建 築雑 誌 」1982-7月 号,主 集 〈数 寄屋 と現 代 建 築〉 で の 「近 代 数 寄屋m築 家 の証

言」 に おい て編 集 委 員長 山 口広 は,西 沢 文降 との対 談 の なか で,昭 和9年 に雑誌 「国際 建

築」 が数 寄屋 を特 集 した故 事 を と りあ げ,こ の こ ろ 「ち ょ うどだ ん だ ん キナ 臭 く なっ て く

る時 代 で,い わ ゆ る 日本 文 化 の 見直 しの流 行 に乗 っ た よ うな形 で 数寄 屋 と か民 家 が つ ぎつ

ぎ取 上 げ られ て い った」 当 時 と防衛 費 の増 大 が論 議 をよ ぶ現 在 との 相 似 につ い て のべ

るが,同 誌 の別 の個 所 で も,現 在 が1930年 代 とよ く似 て い て 「政 治 の季 節 とい う感 がふ か

い こ と に,1930年 代末 か らの似 非 日本 様 式 の 氾濫 の歴 史 的事 実 に照 ら して正 しい 数 寄屋 の

伝 承 と創 造 に対 して危 惧の 念 を表 明 してい る。(山 口広 「1930年 代 と1980年 代 の 数 寄屋)

⑥ 鈴 木 博 之,「和 風 に注 目す る現 代建 築 」,朝 日新 聞(夕 刊),820702,

⑦ 泉 州 堺 の茶 人,真 松 斎 春 渓 が永 録7年(1564)筆 写 した茶道 及 び茶道 具 の 目利 き に関 す る

秘 伝 書 。草 人 木 と は茶 の字 を タテ に3つ に分 解 した もの で あ る。林 屋 辰 三 郎 他編 注 「日本

の茶 書 」1(平 凡 社,1976)参 照。

⑧ 西 沢 文 隆,「数 寄屋 とは何 か」 日本 庭 園 文化 協 会 編 「庭 園 文化」N・6,1982。

⑨ 西 沢 文 隆 「数 寄屋 考」 一 なだ 万 山茶 花荘 の解 説 を兼 ね て 「新建 築」1976-12月 号 。 こ こ

で西 沢 は,庭 で あれ建 築 で あれ,風 通 しの よい状 態 にす る こと を 「透 かす 」 と よ び,こ れ

こそ 日本 の空 間処 方 の ポ イ ン トで あ るむね の べ て い るの は十 分 に首 肯 出来 よ う。
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⑩ 室 町 前期 の歌 僧 清岩 正 徹 によ るもの,「 茶 ノ数 寄 ニ モ 品 々 ア リ。先 ヅ茶 ノ数 寄 ト言 フ者

ハ,茶 ノ具 足 ヲキ レイ ニ シテ,建 盞 天 目,茶 釜,水 差 ナ ドノ色 々 ノ茶 ノ具 足 ヲ,心 ノ及 ブ

程 タシナ ミ持 チ タ ル人 ハ 茶 数寄 也」 とあ る。

⑪ 多田 道太 郎,安 田武 編 「日本 の美 学」,ぺ りか ん社,1978。

⑫ 「分 類草 人木 」 に も上 記 の よ うな 「舶 来 の道 具(唐 物)に 対 す る熾 烈 な好 奇 心」(多 田)

か ら一転 す る状 況 につ い て次 の よ うに書 か れ て い る。「当 時(此 頃)ノ 数 寄 ハ,唐 物 ハ 要 ヲ

ヌ様 二 成 リタ リ。浅 間敷 事 也 。然 リ トイエ ドモ初 心,又 ハ詫(佗)ビ タル輩,炭,茶 サ エ

調 イ難 キ 故 二,唐 物 コ レ無 キ 詫(佗)数 寄 モ面 白キ 風情 ア ルベ シ」 「日本 の 茶 書」1,P

2790

⑬ 磯 崎 は 「目 き き」 と しての 臼井 晟 一 の,親 和 銀 行 本 店 に お け る家 具 類 の 選 択 と取 り合 せ

の絶 対 性 に茶 の名 人 の世 界 と併 行 的 な 〈晟 一 好 み〉 と よぶ数 寄 の精 神 を見 出 した が,そ れ

が,現 代 に対 す る 〈反 〉 の姿勢 で,ま った く独 自の 非様 式的 世 界 を成 立 させ て い る とこ ろ

にマ ニエ リス ムの 世 界 を感 じ取 っ た との べ て い る。③ 参 照。

⑭ この 書 の 中 で黒 川 は,特 に第2部 「中 間領 域 論 」 に おい て曖 昧性Amb重guityや 両 義 性,

Ambivalenceな どの概 念 を設 計 の方 法 論 に導 入 す る こ とで,マ ニエ リスム の線 に か な りの

接 近 を見 せ て い る が 「数 奇 屋 考」 に おい て は在 来 の 「佗 数 寄 」で は な く,彼 自 自の 「花 数 寄 」

とい う概 念 を提 出 して いる。 そ してこの 新 しい数 寄 の 美 学 もま た要 す るに現 代 の マ ニ エ リス

ム的 な空 間 を前 提 とす る もの だ とのべ て い る。

⑮ 小 稿 「マ ニ エ リスム ・ノー ト」(医)〈 茶 の美 学 〉をめ ぐる問題.日 本 建 築 学 会近 畿 支

部 研 究 報 告 集,1976-6月 。

なおマ ニエ リス ム建 築 に つ いて の一 般 的 解説 は次 の 小 論 を参 照 され た い。小 稿 「マ ニ エ リ

ス ム ・ノー ト」(1)問 題 の提起,日 本 建 築 学 会 大会 講演 梗 概 集,1968-10月

小 稿 「転 形期 に お け る建 築 的 課題 」 マ ニ エ リス ム論 ノー ト(そ の1-一 そ の3)「 建 築」

1974-12月,1975-3月,4月Q

なお 〈茶 の 美学 〉 につ い て は,そ の道 の 専 門 の側 か らの,出 典 の信 憑 性 な ど がよ く問題 に

され る と思 われ る。例 えば南 方宗 啓の 「南 方録 」 の偽 書 説 な ど。 だ が私 は,在 来 の 日本 建

築史 の方 法 で 問題 に な る事柄 も,建 築 論 的 には な ん ら問 題 に す る必要 をみ とめ な い 。 こ う

した点 につ い て私 は 「南 方録 」 を利 休 に仮託 され た偽 書 だ と思 い なが らも その 価値 を,次

の よ うな理 由 で 高 く評 価 す る花 田清輝 の考 え方 に同 調 した い 。「なぜな ら,そ こ に は利休 の名

にお い て頽 廃 した元 禄 時 代の 茶 の湯 を断 罪 し よ う とす るは つ らつ と した批 評 精神 が み な ぎ

って い る カ～らだ」

花 田清 輝 「日本 の ルネ ッサ ンス 人」 朝 日新 聞社,1974。
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⑯ 増 田 四郎 の 命 名 によ る。 日本 だ け を,西 欧 文 化 圏 と合 せ て,第 一地 域 とよ び,他 の 第二,

第 三地 域 の 東洋 諸 国 と区 別 す る もの,こ れ と同様 の発 想 は また,文 化 人 類 学 の側 か らす る

梅 棹 忠 夫 の 「文 明 の生 態史 観 序 説」 中央 公 論 社,1967に も見 られ よ う。

⑰ い ず れの場 合 も,と もに近 代 へ の 巨大 な変 革期 につ きもの の一 つ の陣 痛 に もた と え られ

る,社 会 的 動揺 や戦 乱,そ して近 代 的 な経 済制 度 の変 革 な ど,も ろも ろの 形 で示 され る も

の 。 こ れ にっ い ての 参照:

吉 村 貞司 「東山 文 化」 一 動 乱 を生 きる美 意 識一 美 術 出 版社,1966,

小 稿 「転 形 期 にお け る建 築的 課 題 」一 マ ニ エ リス ム論 ノー ト(そ の1)〈 建 築>1974-12月

⑱ 水 尾 比 呂志 「デザ イナ ー誕 生」 美 術 出版 社1962,P12。

⑲ 水 尾 比 呂志 「東洋 の美 学」 美 術 出 版社1963,P102

⑳ 或 は 〈作 意 〉 と もい う。 山上 宗 二 が佗 数 寄 の 三 ケ 条 の一 つ に と りあげ て い る もの で,文 字

通 りには,自 由 な創 作 意 図 を指 す が,こ れ は個 性 の発 揮 や創 意工 夫 の尊 重 が い か に重 視 せ

られ た か を示 す もの で,こ れ につ い て の 〈茶 〉 の 名 言 をあ げ るな らば ,

「浦 山敷 ハ 目利 ノ人 ,作 意 ア ル人,是 数 奇 ノ根 本 タルベ シ」(長闇 堂 記)

「夫茶 道 ハ色 々 習 ヒ有 トイへ 共
,第 一 作 意肝 要 也 。 イ カ ニ物 ヲ知 テ モ無 作 意(又 ハ 非作)

ノ数奇 ハ 堅 ク,心 転 スル事 ナ クオ モ シロ カ ラズ(宗 春 翁 茶道 聞 書)

⑳ 桑 田忠親 「茶 の心 」 東京 堂 出版.1957,P59

⑳ 海 野 弘 「空 間 の神 話 学」 一 玩具 ・庭 園 ・劇 場 一 造 形 社,1971。

⑳ モ ダ ニズ ム期 の建 築論 の な かに は,こ う した点 に理解 を欠 いた謬 っ た見 解 を示 した例 が

しば しば 見 られ る。例:「 世 界建 築 最 高 の古 典 美 を開顕 して い る唯 一 の 建 築物 た る桂 離 宮

は,形 式 とな っ た機 能 を剰 す とこ ろ な く充足 して い る」

ブ ルー ノ ・タ ウ ト 建 築芸 術 論(篠 田 英雄 訳)岩 波 書店,1948,P168。

⑳ 森 田慶 一博 士 は,古 代 ギ リ シアの 造形 につ い て次 の よ うにのべ て し・る。 「か れ ら は物 の

形 を常 に明確 に見,そ の 中 に秩 序 と法則 の支 配 す る調 和 を感 じ とっ た。 か れ らは可 視 的 物

象 を調和 あ る形 態 と して意 識 にの ぼ せ,宇 宙 秩序 に参与 す る一つ の 物 象 と して作 ろ うと し

た。(中 略)ギ リシ アの造 形 は そ うい う理 性 の 上 に成 立 して い た。 甘 く美 しい形 が 求 め ら

れ るの では な く,厳 しい整 っ た形 が求 め られ た の で あ る。 こ うい う形 の受 用 と諭f叙 ろ身構

えは,必 然的 に ギ リシ アの 造 形 美術 を,明 晰 な,冷 厳 な,高 貴 な,完 結 した,秩 序 あ る,

節 度 を保 っ た,そ して格 に従 った もの と して規 定 す る」

森 田慶 一 「西 洋 建 築 入門 」 東 海 大学 出 版 会PP6～7.

⑳ 久松 真 一 「茶 事 の和 美 」 図 説茶 道 大 系1(茶 の美 学)P110.

⑳ 長 谷 川 堯 「呼 び た て る 〈父 〉 の城 砦 」 〈建 築>1972・1月
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⑳L・B・ ア ルベ ル テ ィは その著Dereaedificatoriaに お け る有名 な一 節(Classic

Passage)の な かで,極 微 の 変 更 も ゆ る され な い完壁 な部 分 の 調和 と して 〈美 〉 を定 義 して

い る。

ア ルベ ル テ ィ 「建 築 論 」(相川 浩 訳)中 央 公 論 美術 出版 ,1982,P159.

⑳ ル ・コ ル ビ ュジ ュのkM・d・1・r(黄 金尺),或 はTraceReg。1。t。u。(指 標 線 又

ハ規 制 図形)な どの 試 み にみ られ る。 これ らに つ い ては 次 の 図書 参 照:

ル ・コ ル ビ ュ ジェ 「モ デ ュ ロー ル」 一 建 築 お よ び機 械 の す べ て に利 用 し得 る調 和 した尺 度

につ い ての小 論 一(吉 阪 隆 正 訳)美 術 出版 社 ,1953.

ル ・コ ル ビュ ジ ェ 「建 築 をめ ざ して」(吉 阪隆 正 訳)SD選 書
,1967,P64～76.

⑳ 西 堀 一 三 「好 み」(図 説)茶 道 大 系1(茶 の美 学),P182.

⑳ 伊 藤 て い じ 「日本 デザ イ ン論 」SD選 書,1966,PP120～134。

⑳ 岡 倉覚 三"TheBookofTea".(村 岡博 訳)岩 波 文庫 ,1929,PP58,68。

⑫ 堀 口捨 己 「茶室 の 思 想的 背 景 と その構 成J〈 草 庭 〉 筑摩 書房,1968,P71。

⑬ 森 田慶 一 「建 築 論」 東海 大 学 出版 会,1978,P .153。

⑭ 立 花 実 山 「壺 中炉 談」 に,「 凡(そ)数 の 零余 を奇 とい ふ,片 かた に して もの の相 備 ら

ざ る体 な り,誠 に これ茶 湯 の 本体 な るべ し」 とあ る。 また,英 語 の 〈奇 〉 にあ た る言葉 と

して のodd(名 詞 と して のoddity)が,〈 奇〉 と全 く同 様 に奇 妙 とか風 変 りな どの意 味 の

他 に数 と して の奇 の意 味 を もつ こ とは,東 西 のマ ニ エ リス ム的 思 考 の通底 性 が桓 間 見 られ

ると思 う。

⑳ 小稿 「転 形 期 にお け る建 築的 課 題」 一 マ リエ リス ム論 ノ ー ト(そ の4) ,〈建 築 〉,1975

-6・7月 。

⑯CharlesJencks"BIZARREARCHITECTURE,Rizzoli ,1979参 照 。 これ は 世 界各

地 の 〈奇 館,異 館 〉 の類 をあつ め た もので,日 本 の例 と して は 白井晟 一 の ノ ア ・ビ ル(東

京,1973)そ の他 がふ くま れ てい る。

(⑰ 「日本 の現 代 住 宅」-1970年 代一 ,GAHOUSES,1978-10月 。

ここ に あ げ られ たす べ て の作 品 に関 して建 築 家 石 井 和 紘 は,〈スキ ヤ ・コ ンセ プ ト〉 とい う

論 文 で詳細 に互 って論 じて い る。

⑱ ヨハ ン ・ホ イ ジ ンガ 「ホモ ・ル ーデ ンス」 一 人 類 文化 と遊 戯(高 橋 英 夫 訳)中 央 公 論 社 。

⑳ 水 尾 比 呂志 「デザ イ ナ ー誕生 」 一 近 世 日本 の意 匠 家 た ち一 美術 出版 社 。

⑳ ポ ス ト ・ーモ ダニ ズ ムの 指 導的 建 築 家 と して の ロバ ー ド ・ヴ ェ ンチ ュ ー リの主 著"C・mpl-

exityandContradictioninArchitecture"の 全体 を貫 く思想 の根 幹 に あ る もの が
,

何 らかの 〈数奇 〉 で あ る こ とは,こ の 書 の 冒頭 での彼 の,「マ ニエ リス ム宣 言」 と も い うベ
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き"AGentleManifesto"がIlike… …"に は じま る こ とか ら も明 らか で あ る が,彼

は この宣 言 の な か で,自 か らの 好 み を,"straightforward"(す なお な もの)に 対 す る

もの と して"nonstraightforward"(ね じ くれ た もの)と して い る。

⑳ 小 林 市 太 郎 「茶 道 に おけ る光 と色 彩 」(図 説)茶 道 大 系1(茶 の 美学),角 川 書 店 。

⑫ 堀 口捨 己 「草 庭 」 一建 物 と茶 の湯 の研 究 一(筑 摩書 房)1968P5～32.註 ⑤ 参 照 。

⑬ 昭和9年 。本 来 もっぱ ら海外 の 建築 紹 介 を主 目的 とす る雑 誌 「国 際建 築」 が 「数 寄 屋」

の 特集 を行 って い る。 註⑤ 参照 。

⑭ 丹 下健 三 「現 代建 築 の 創 造 と 日本建 築 の伝 統 」 「新建 築 」1956-6月 号.

⑮ 市 川 白弦 「一休 」NHKブ ック ス,1960,P25.

⑯ 森 田慶 一 「建 築 造形 に おけ る表 現 の諸 相 」

「建 築論 」 東 海 大学 出版 会刊 ,1978,P149。

⑰ 平 井聖 「近代 数寄 屋 とは何 で あ った か」「建 築 雑 誌」1982-7月P16。

⑱ 出 江寛 「古人 の精 神 を求 め る」「建 築雑 誌 」1982-7月,PP35～37.
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